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平成３０年度第１回蓮田市まち・ひと・しごと創生有識者会議 会議録 

招 集 日 平成３１年１月２５日（金曜日） 

開催場所 蓮田市役所 ３階 ３０１会議室 

開催日時 
開会 平成３１年１月２５日（金）午後５時３０分 

閉会 平成３１年１月２５日（金）午後７時１５分 

出席状況 会 長  中山 和久 出席 ・ 欠席 

副会長  淺田 章裕 出席 ・ 欠席 

委 員  菊池 義人 出席 ・ 欠席 

委 員  廣本 覺 出席 ・ 欠席 

委 員  田口 真悟 出席 ・ 欠席 

委 員  吉澤 一徳 出席 ・ 欠席 

委 員  加藤 裕紀 出席 ・ 欠席 

委 員  髙橋 恵美子 出席 ・ 欠席 

委 員  寺澤 亜希子 出席 ・ 欠席 

委 員  天野 真治 出席 ・ 欠席 

出席職員 【蓮田市まち・ひと・しごと創生本部員】 

蓮田市長      中野  和信 

副市長       新井 勉 

教育長       西山 通夫 

総合政策部長    山田 勝利 

総務部長      増田 和詔 

環境経済部長    小林 裕 

健康福祉部長    小川 金悟 

都市整備部長    関根 守男 

上下水道部長    采澤 修八 

会計管理者     安西 勝美 

消防長       齋藤 交司 

学校教育部長    髙橋 良一 

生涯学習部長    町田 一幸 

監査委員事務局長  山野井 重雄 

健康福祉部参事   根立 美佐子 

都市整備部参事   治田 敬人 

都市整備部参事   中田 美稔 

都市整備部参事   竹澤 立也 

【事務局】 

総合政策部調整幹  吉澤 正剛 

総合政策部調整幹  猿田 孝二 

政策調整課長    山田 百合子 

政策調整課 主幹  馬場 邦明 

政策調整課 主任  染谷 智 

その他の出席

者 

広報広聴課長  横田 修子 

傍聴者 

 

なし 

資料の確認 

 

（略） 

 

１．開会 

 

（吉澤調整幹） 

（略） 

 

２．あいさつ 

・中山会長あ

いさつ 

 

（中山会長） 

 皆様、こんばんは。 

 委員の皆様から貴重なお時間をいただきまして、本日お集まりいただき、誠

にありがとうございます。 

 本日で我々委員の仕事が最後ということですので、気を引き締めて会議に臨
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みたいと思います。 

 また、議事終了後に、委員の皆様から、数年間の総括として一言ずつ感想な

どをいただければと思いますので、ご準備をお願いいたします。 

 本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

・市長あいさ

つ 

（中野市長） 

 皆様こんばんは。 

 １年に１回の会議で大変申し訳ないのですが、大変お忙しいところ、また、

このような時間帯に、平成３０年度第１回まち・ひと・しごと創生有識者会議

にご出席賜りまして誠にありがとうございます。 

 広い意味では、まち・ひと・しごと創生有識者会議に関係する、蓮田市にと

って非常に嬉しいニュース等がありましたので、ご紹介申し上げます。 

一つ目は、３３年間かかりましたが、蓮田駅西口再開発ビルの建設が着工さ

れました。１６８戸のマンションが入ります。 

特筆すべきは、単なるマンションではなく、公共ゾーンや医療機関、コンビ

ニエンスストア等が入る複合ビルだということです。また、駅まで徒歩１分と

いう立地条件ですので、マンションに住む方や駅を利用する方にとって非常に

利便性が高い建物になります。計画では２０２０年１０月に完成予定となって

います。今までは駅西口連絡所にて諸証明書等の交付事務が中心でしたが、再

開発ビルの公共ゾーンには市役所の支所のような機能が備わりますので、転入・

転出手続きや子育て関係の手続き、教育委員会で行う手続き等ができるように

なります。蓮田駅西口には中央公民館がありませんので、公民館のような機能

も充実させていく予定です。 

広さは、２階の公共ゾーンだけで約１，５００㎡、４５０坪あり、完成の暁

には、想像以上の公共ゾーンが誕生すると思われます。 

二つ目は、ネクスコ東日本が進めている新サービスエリアの建設です。供用

開始が今年の夏ごろになる見込みと伺っています。オープン後はサービスエリ

アの外から買い物や食事、見学に来ることができます。また、スマートインタ

ーチェンジの整備については国の補助を活用して市が実施するのですが、大型

車対応のスマートインターチェンジが完成する予定です。 

三つ目は映画「あの日のオルガン」が２月２２日に全国ロードショーされま

す。内容は、昭和１９年１１月２５日に品川の戸越保育園の子どもたちと保育

士が蓮田の高虫にある妙楽寺というお寺に集団疎開してくるというものです。

この映画は戸田恵梨香さんと大原櫻子さんのダブル主演で、内容もとても素晴

らしいものですので、蓮田市としては、共に盛り上げていきたいと考えていま

す。戸田恵梨香さんは今年の後期のＮＨＫ連続テレビ小説の主役にも抜擢され

ており、非常に人気の高い女優さんです。「あの日のオルガン」は出演者が非常

に素晴らしいので、若者にとっても非常に興味深い映画なのではないかと思い

ます。 

良いニュースが３つありますので、今後、蓮田市の更なる活性化につながる

ことが期待でき、大変ありがたいと考えています。 

本日の話に戻りますが、地方創生に関する事業は全国の市区町村が取り組ん

でいるところです。蓮田市の場合には、第５次総合振興計画が平成３０年４月

からスタートしました。第４次総合振興計画の後期から蓮田市の事業を体系的

に整え、各事業を総合的に推進しようと取り組んできました。時同じくして、

国から地方創生に関して事業化するように指示がありました。蓮田市第４次総

合振興計画で行っていた事業が地方創生に関する事業にもつながっていたので、

これらを踏まえ、人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生総合戦略を策定す

ることができました。本日は総合戦略に掲げている事業や地方創生関連交付金

を活用して行っている事業の進捗状況等に対する評価も含めてご審議いただく

ことになりますのでよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 



- 3 - 

・人事異動が

あった本部及

び事務局職員

の紹介 

 

（略） 

・定足数の確

認 

（吉澤調整幹） 

ここで、会議の成立についてご報告申し上げます。 

本日は、田口真悟（たぐちしんご）委員より会議に遅れる旨の連絡をいただい

ておりますので、現在、１０名中９名の委員にご出席をいただいております。 

 従いまして、「蓮田市まち・ひと・しごと創生有識者会議設置要綱」第６条第

３項の規定による定足数（半数以上の出席）に達しておりますので、本日の会

議は成立いたしますことを、ご報告申し上げます。 

 

・傍聴希望者

の確認 

（吉澤調整幹） 

本会議は、原則公開での審議となりますが、本日は傍聴希望者がおりません

ので、このまま会議を進めます。 

 

３．議題 （吉澤調整幹） 

これより先、「蓮田市まち・ひと・しごと創生有識者会議設置要綱」第６条第

２項の規定により、中山会長に議長になっていただき、議事の進行をお願いし

たいと思います。 

それでは、中山会長、よろしくお願いいたします。 

 

（中山会長） 

会長の役を承りましたので、これより先、本日の議事を進行させていただき

ます。 

皆様、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

議題（１）「蓮田市の人口動向について」 

議題（２）「蓮田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況について」 

議題（３）「地方創生関連交付金事業について」 

は、全て関連がありますので、事務局より一括して説明をお願いいたします。 

 

（１）蓮田市

の人口動向に

ついて 

（２）蓮田市

まち・ひと・

しごと創生総

合戦略の進捗

状況について 

（３）地方創

生関連交付金

事業について 

 

≪事務局説明≫ 

・資料２蓮田市の人口動向 

・資料３蓮田市まち・ひと・しごと創生総合戦略評価シート及び地方創生関連

交付金事業評価シート 

により、事務局より説明。 

・議題（１）

～（３）に関

する有識者会

議委員からの

ご意見・ご助

言等 

（中山会長） 

ただ今、資料２、資料３について説明がありました。 

国は地方創生を推進するための重要な要素として、自立性、官民協働、地域間

連携、政策間連携の４項目を挙げています。 

 市と民間との協働や地域間連携ということが重要な要素のひとつであり、キ

ーワードとなっているようです。 

委員の皆様も様々な活動をなさっておられるかと思います。それらの活動を通

じ、地方創生に繋がるようなご提案等により、まちを活性化させる取組が実現
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できればと思います。 

今回、ＰＤＣＡサイクルにより、我々有識者会議の委員は、蓮田市まち・ひと・

しごと創生総合戦略及び地方創生関連交付金事業を検証、評価、改善策につい

て検討する必要がありますので、皆様からのご意見・ご助言等をよろしくお願

いします。 

 全体的に資料を見てみますと、ＫＰＩの「Ｅ」や「－」が平成２８年度は約

６３％でしたが、平成２９年度は約４４％、平成３０年度は２８％となり、着

実に減ってきているので素晴らしいと思います。また、人口動向では、社会増

減がプラス９人、自然増減がマイナス２４９人という報告がありました。人口

が減っているので、ＫＰＩにおいて達成度が「Ａ」と判定される成果指標が減

ってしまってもおかしくないのに、逆に増えているので、素晴らしい取組をさ

れているのかと思います。 

 しかし、１４３もの事業があり、見直さなければならない点等もあるかと思

いますので、委員の皆様からご意見をいただければと思いますが、いかがでし

ょうか。 

 

（廣本委員） 

 私たちが４年前に考えて検討し、策定した計画がこのような成果として現れ、

大変ありがたいことだと実感しています。また、子育て支援や婚活支援、安心・

安全なまちづくりとして防犯対策等は形に見えない事業なので、すぐに転入人

口の増加につながるものではないと思います。 

しかし、３３年間待った西口再開発ビルの建設がようやく始まりました。こ

の１４階建てのビルがあと２年早く完成していればここまで人口が減らなかっ

たのではないかと思いますが、着工されましたので、これから転入人口の増加

に直結してくるかと思います。ビルの中には公共施設のほか、商業施設等も入

るということなので、大変便利になるかと思います。このビルは目に見えるも

のです。例えば、蓮田駅よりも北の駅から都内に電車通勤する人は、再開発ビ

ルを必ず目にするので、通勤時間の短縮のために再開発ビルに移住してくる人

もいるかと思います。 

 また、こんなに早く完成してしまうのかと驚いているのは、川島に建設中の

蓮田サービスエリア新上り線です。海老名サービスエリアと同じぐらいの大き

さのサービスエリアだと聞いていますので、大変立派なサービスエリアになる

かと思います。こちらも目に見えるもので、電車からではなく車から見える施

設です。更に、外からも買い物等に足を運ぶことができ、オープン後は様々な

メディアで取り上げられるのではないかと思いますので、蓮田市の知名度を上

げる施設になるのではないかと期待しています。 

 また、蓮田駅周辺の道路や歩道の整備を行えばこれも目に見えるものですの

で、整備エリアを広げていただければと思います。 

 いずれにしましても、目に見えるものから目に見えないものまで事業が順調

に進んでいますので、蓮田市の発展のために引き続き事業を進めていただけれ

ばありがたいと思います。 

 

（中山会長） 

１６８戸のマンションや公共ゾーン等が入るということなので、西口再開発

ビルについては私も大いに期待しています。人間総合科学大学としては、ヘル

スフードサイエンス学科の学生と連携した取組ができないかと考えています。

例えば、蓮田駅で途中下車してでも手に入れたい商品を開発することができた

らいいなと考えています。 

また、海老名市はサービスエリアが有名になったことにより、市が潤うよう

になりました。今回は蓮田市にとってのビッグチャンスだと思いますので、大

学としてもお力添えをしたいと思っています。 
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（高橋委員） 

 圏央道が整備されたこと等により、蓮田サービスエリアの利用者が減ってき

ていると聞いています。蓮田サービスエリア新上り線が完成したら、蓮田市の

名物を大学の先生方と協力して作っていただき、蓮田市の知名度向上につなげ

ていただきたいと思います。高速道路を利用される方が、東北方面に行くつい

でに蓮田サービスエリアに立ち寄るのではなく、蓮田サービスエリアに行くた

めに東北方面に出かけるという方が増えたらいいなと思います。 

 同時に、スマートインターチェンジの利用者が多いので、歩行者や自転車が

安全に通行できる道路整備を行っていただきたいと思います。 

 

（関根都市整備部長） 

 蓮田サービスエリア新上り線につきましては、今までにないコンセプトでネ

クスコが建設しています。中に入るテナントでは、魚、肉、野菜の生鮮三品も

扱うことになっています。東北方面から東京方面に帰る時にサービスエリアに

寄って食材を購入し、そのまま自宅に帰ることができます。市内の農家が育て

た野菜や果物等を売る仕組みも作っています。また、周辺住民の方が外から安

全に買い物ができるように、安全対策について警察と協議し、横断歩道の位置

や、外部利用の車の誘導等について方向性が固まりました。今年の夏頃に予定

されるオープンに間に合うように準備したいと考えています。 

 併せて、まだ検討段階ですが、蓮田駅とサービスエリアがコラボレーション

した事業を検討しています。東北自動車道でＪＲの駅と高速道路が近接してい

るところはほとんどありません。地理的な優位性を活用した事業ができないか、

ＪＲとネクスコ、市の３者で協議を行っています。例えば、駅とサービスエリ

アをシャトルバスで結ぶ等の事業を実施し、蓮田市のＰＲにつなげられないか

検討しているところです。 

 まずは、安全にサービスエリアをご利用いただけるような道路造りを進めて

いきます。 

 

（吉澤委員） 

 私は蓮田サービスエリア新上り線の活用について検討する委員会に参加して

います。地域の農産物を販売するスペースが小さいと感じていますが、ＰＲす

る場を用意していただいているので、この中でできることをやっていきたいと

思っています。 

 また、人口動向について資料２の５ページで、上尾市から蓮田市への転入が

多いという説明がありましたが、どのような理由が考えられるのでしょうか。 

 

（新井副市長） 

高崎線沿線は宇都宮沿線と比較して地価が高くなっていますが、上尾市と蓮

田市の都心からの距離はほぼ同じです。都内までの通勤や通学時間等を考慮し

て住まいを探す時、上尾市よりも蓮田市のほうが地価は安く、上尾市から蓮田

市へ人口が流れてくる理由の一つかと推測できます。 

 

（寺澤委員） 

議題（３）の中で、黒浜南学童保育所が平成３０年４月に開設されたという

説明がありました。学童保育所の指導員について、広報はすだには、毎月学童

保育所指導員の募集記事が掲載されているので、人材が不足しているのかと思

われますが、学童保育所指導員の確保状況について教えてください。 

 

（町田生涯学習部長） 

学童保育所の指導員は慢性的に不足しています。全国的にも指導員の不足が

課題となっています。理由は、主婦層の１０３万円の壁や１３０万円の壁と言

われるものがあると考えられます。政府が進める働き方改革に向けた税制改正
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等の動きにより、この辺りは若干解消してくると思われます。 

また、学童保育所指導員の方は年配の方が多くなっています。重労働の仕事

もあり、辞めてしまう方もいらっしゃいます。賃金の体系なども含めまして、

今後改善していければと考えています。 

 

（菊池委員） 

議題（２）の蓮田市の人口動向について、年少人口と生産年齢人口が減少し

ているということや、社会増減についてはプラス９人だという報告がありまし

た。 

また、新しいサービスエリアの話がありましたが、本日、私は蓮田スマート

インターチェンジを通って東北自動車道を利用しました。現在建設中の蓮田サ

ービスエリア新上り線の脇を通過する際、大きなクレーン車が３台あり、鉄骨

が組まれているのが見えました。このまま順調に工事が進めば今年中に工事が

完了するのではないかと感じました。また、新しいサービスエリアの外周道路

を歩いた際に、外周を高いフェンスで囲ってありましたので、近隣への配慮が

なされているなと感じました。 

 子どもがいる世帯では、小学校に入学する前の移動が多いと聞きます。子育

て環境の充実をシティセールスにして小学校に入学する前の子どもがいる世帯

を呼び込むことも重要かと思います。また、蓮田市の課題として農業と商工業

があります。高虫工業団地の整備につきましては、設立準備委員会が設立され

ました。良い方向への連鎖を重ねて一つ一つチェックしていくことが重要なの

ではないかと思います。 

 

（高橋委員） 

 事務局からの説明で、資料３の№１０６「在宅医療・介護の連携体制の充実」

で説明がありましたが、施設になかなか入れないご高齢の方もいらっしゃるの

で、引き続き在宅医療・介護を推進していただきたいと思います。 

 

（根立健康福祉部参事） 

 蓮田市は先行的に様々な取組を行っています。国立病院機構東埼玉病院が平

成２４年度に国のモデル事業を受け、平成２５年度からは市がモデル事業を引

き受け、数年間にわたり事業を進めている状況です。単独の市町村では医療や

介護関係の社会資源が不足しがちなので、白岡市、宮代町とともに、東埼玉病

院をはじめとする地域の医療機関と連携を取りやすくするような事業を行って

います。これまでは医療分野と介護分野の連携が取りにくいと言われていまし

たが、在宅医療・介護の連携事業を開始してからは、各分野の専門職の方が一

堂に会する会議を開催するようになり、連携が取りやすくなったと伺っていま

す。 

 また、ＩＣＴを活用した新たな連携方法も会議の中で意見として出ています。

市は、いかに連携を取りやすくするのかの検討や、在宅医療・介護を市民に広

めるために毎年在宅医療推進フォーラムの開催、自治会や民生委員を対象にし

た出前講座などを行っています。在宅で最後まで生活を送ることができる考え

方の周知を図っていきたいと考えています。 

 医療機関、介護機関、市の職員が一丸となって引き続き事業の推進を図って

まいりたいと考えています。 

 

（中山会長） 

 診療報酬改定があり、インターネット診療が認められるようになりました。 

本学の看護学科や通信制を東埼玉病院の看護師に利用していただいており、

在宅医療を研究したいという学生が増えてきていると実感しています。 

これまで、訪問看護や訪問介護等の在宅で受けられるサービスの見直しが繰

り返し行われてきましたが、概ね終わったように思います。今後は、どのよう
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に軌道に乗せて定着させていくかを考えていく段階になったのではないかと思

っています。 

 

（天野委員） 

 西口再開発ビルの建設が埼玉りそな銀行蓮田支店の目と鼻の先の場所で始ま

り、クレーン車を使って作業が行われているのをよく目にします。蓮田駅東口

にはモデルハウスが設けられ、見る人をわくわくさせてくれるので、このよう

にしてまちが発展していくのかということを実感できます。１６８戸のマンシ

ョンができますので、蓮田市への転入者が増えることを願うばかりです。 

 総合戦略は多岐にわたる事業があり、施策ごとにＫＰＩが設定されています。

蓮田市の魅力向上のために各事業を担当課が推進し、ＫＰＩの数値がさらに良

くなるように取り組んでいただければと思います。 

 

（加藤委員） 

 利根地域振興センターの管内には９つの市町があり、どの自治体でも少子高

齢化の課題を抱えています。そのような中で、蓮田市では様々な方面での整備

が進み、勢いが出てきているように感じているので、今後は広くＰＲすること

が重要ではないかと思います。良い部分を知ってもらうためには、「蓮田市」と

いう自治体を知ってもらうことが足がかりになると思います。蓮田市のマスコ

ットキャラクター「はすぴぃ」が東京都大田区の「はねぴょん」と交流を始め

たと聞いています。どの自治体も東京都２３区との交流を行いたいと言ってい

ますが、なかなかうまくいかないと聞いているので、ゆるキャラを通して交流

が始まったのは非常に大きな成果だと思っています。これをきっかけに都内で

も蓮田市のＰＲを続けていただければと思います。 

 

（横田広報広聴課長） 

 平成２９年度から大田区とゆるキャラの交流を開始しました。 

 以前、はすぴぃはゆるキャラグランプリに参加していましたが、２年前から

参加を取りやめています。その代わりに、地域での地元に密着した交流の機会

を増やすようにしています。 

 

（中山会長） 

 地元密着の交流も重要かと思いますが、加藤委員がおっしゃったような、都

内からの転入人口を増やす取組として、大田区との連携を足がかりに、東京都

との連携など、発展に期待できるのかなと思います。 

 

（淺田副会長） 

 西口再開発ビルや蓮田サービスエリア新上り線、スマートインターチェンジ

等の整備が進み、これから蓮田市が更に活性化していくのかなと期待していま

す。 

 私は４年間本有識者会議の副会長を務めましたが、子ども大学や雅楽谷の森

フェスティバル、婚活イベントの実施等、ＫＰＩに関連する事業に携わること

ができました。 

 高虫地区、根金地区で産業団地の整備が進められているので、今後、間違い

なく企業がたくさん入ってきます。様々な方から話を聞くと、人材不足のため、

市内の建築業や運送業等で、外国人労働者の受入を行っているとのことです。

様々な諸問題があるかと思いますが、今後、外国人労働者の受入について考え

ていけたら良いのではないかと思います。 

 

（中山会長） 

 本学はベトナムにも大学があり、２年後には１期生が卒業します。中には日

本に就職したいという学生がいるかと思いますが、住まいの情報がないと外国
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人ではなかなか家を探すことができません。ぜひ、外国人が住みやすいアパー

トや寮等があると良いのではないかと思います。 

 それでは、他にご意見等がなければ、議題（１）から（３）につきましては

これで終了とさせていただきます。 

 続きまして、議題（４）次期総合戦略の策定について事務局より説明をお願

いいたします。 

 

（４）次期総

合戦略の策定

について 

 

≪事務局説明・資料なし≫ 

蓮田市まち・ひと・しごと創生総合戦略は、平成２７年度から平成３１年度

までの５年間を計画期間とし、来年度が計画の最終年度となっています。蓮田

市では、平成３０年度から１０年間を計画期間とし、本年度からスタートしま

した「蓮田市第５次総合振興計画」に、総合戦略に掲げた事業をすべて落とし

込んでいます。平成３２年度以降については、改めて「まち・ひと・しごと創

生総合戦略」の策定は行わず、総合戦略を第５次総合振興計画に置き換え、Ｐ

ＤＣＡサイクルによる進行管理を行いたいと考えています。 

そして、平成３１年度以降の進行管理につきましては、総合振興計画審議会

に委ねたいと考えています。 

 

・議題（４）

に関する有識

者会議委員か

らのご意見・

ご助言等 

（中山会長） 

ただ今、事務局から説明がありましたように、本日の会議をもちまして、ま

ち・ひと・しごと創生有識者会議は役目を終え、今後は、総合振興計画審議会

に委ねられるということです。 

平成２７年から始まりまして４年間にわたり、本日まで活発なご審議をいた

だきました委員の皆様におかれましては、会議の進行にご協力をいただきまし

て誠にありがとうございました。 

進行を事務局にお返しいたします。 

 

４．その他 （吉澤調整幹） 

 「４ その他」といたしまして、事務局から連絡事項がございます。山田政

策調整課長から申し上げます。 

 

≪事務局説明・資料なし≫ 

議題（４）でご説明させていただいた通り、平成３１年度以降の総合戦略の

進行管理は総合振興計画審議会に委ねてまいりますので、本日がまち・ひと・

しごと創生有識者会議の最後の会議となる予定です。 

蓮田市まち・ひと・しごと創生総合戦略と一体となった形で策定した、蓮田

市第５次総合振興計画が、平成３０年度からスタートしています。計画に掲げ

たそれぞれの事業を着実に実行していくため、今後もしっかりと進行管理を行

ってまいります。 

 

５ 閉会挨拶 （吉澤調整幹） 

 以上をもちまして、本日の議事は全て終了致しました。 

閉会にあたりまして、淺田副会長から閉会のごあいさつをお願いいたします。 

 

（淺田副会長） 

 本日はお忙しい中会議にお集まりいただきまして、誠にありがとうございま

した。 

 今後は総合振興計画審議会に委ねていくという形になりますので、委員の皆

様とお会いするのはこれで最後になります。 

 以上をもちまして、平成３０年度第１回蓮田市まち・ひと・しごと創生有識

者会議を閉会します。皆様、４年間、本当にありがとうございました。 


